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１． 研究開発成果（公開用） 
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２． 総合評価 

・優れている 

 

【評価コメント】 

ナショナルセンターバイオバンクを基盤として疾患別情報統合DBを一から構築し体制が整

いつつあり、免疫疾患でやや遅れがあるものの、解析されたオミクスデーターの登録数も着

実に増加しており、しっかり進めている。これから成果が出てくる段階であり、今後の進展

に期待したい。 

そのためには、参画企業のニーズを確認し、要望に適したデータを非競争的フェーズの段階

から蓄積し、計画に従って円滑に競争的フェーズに入れる様に進めること。 
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